
令和 5年度 北海道体育学会 第 3回役員会 

  

■日時：令和 5年 10 月 24日（火）18：00～19：00 

■会場：Zoomによるオンラインミーティング 

 

・会長挨拶   

神林勲会長より挨拶があった。 

  

・議事署名人（ 関朋昭 、 小倉晃布 ）  

  

・出席者：神林勲（会長）、山田秀樹（副会長）、石澤伸弘（理事長）、森田憲輝、中島寿宏、関朋昭、

山口太一、永谷稔、小林秀紹、多賀健、井上恒志郎、小倉晃布、佐藤未来、福家健宗、秋

月茜（会計）、塚本未来（幹事）、木本理可（幹事） 

 

■日本体育・スポーツ・健康学会関係報告 

 2023年度より代議員である石澤理事長より、日本体育・スポーツ・健康学会臨時社員総会（8/30）、

地域協力学会連絡会議（8/31）の議事内容について報告があった。はじめに、2023・2024年度日本体

育・スポーツ・健康学会会長に來田享子先生（中京大学）が就任されたとの報告があった。全国学会

の大会日程について、現状では領域横断研究部会企画を 2日間、専門領域別企画を 1日間に設定して

いるが、専門領域の充実を求める意見があったことから、今後、再検討していくとの報告があった。

また、会員情報管理システムの改修を検討しているとの報告があった。地域協力学会助成金配分額に

ついては、若手研究者の育成に関連する取り組みを行っているか否かで配分額の増減を決定している

との報告があった。2026 年の全国学会の開催については、北翔大学にて開催される旨報告があった。 

 

■協議事項 

1. 第 62回北海道体育学会大会プログラム・抄録集（案）について（大会委員会） 

多賀大会委員より、第 62回北海道体育学会大会プログラム・抄録集（案）について、資料を基に

説明があり、提案通りに承認された。主管担当の木本先生（藤女子大学）より、学会大会の協賛

及び後援などのプログラム掲載について検討していることが報告された。また、学会大会運営費

として、当初の予算では 6万が計上されていたが、昨今の物価上昇に伴い、予算範囲での運営が

難しいため、3 万円程度の増額について提案され、承認された。今後の学会大会の運営として、

HP 上に協賛募集をするなどの資金確保に働きかける必要があるなどの意見があり、来年度以降

の引継ぎ事項として確認した。 

 

2．「若手研究者賞」審査委員の選出について（研究委員会） 

  中島研究委員長より、今年度の審査委員の選出方法についての提案があり、承認された。 

 

3．各種委員会より（研究，編集，大会，広報） 

  特になし 



 

4．その他 

 特になし 

 

■報告事項 

1．各種委員会（研究、編集、大会、広報、事務局）より 

 １）選挙管理委員会 

・選挙管理委員会を代表して石澤選挙管理委員長より、2024～2026年度会長・理事選挙の投票・

開票結果について報告があった（投票数 59 票、投票率 36.1％）。会長選挙は、順位 1 位（29

票）の石澤伸弘が会長候補に選出されたことが報告された。理事選挙は、順位 1位（20票）中

島寿宏、順位 2 位（18 票）永谷稔、順位 3 位（17 票）森田憲輝、順位 4 位木本理可、塚本未

来、順位 6位（12票）瀧澤一騎、順位 7位（11票）山口太一、順位 8位（10票）神林勲、順

位 9位（9票）石澤伸弘、順位 10位（７票）小林秀紹（敬称略、順位 11位以下については割

愛）であったことが報告された。 

２）研究  

・とくになし 

３）編集 

 ・山口編集委員長より、北海道体育学研究第 58 巻の進捗状況について、第 4 校正が終わり、12

月初旬に納品されるとの報告があった。 

４）大会 

 ・多賀大会委員より、令和 6 年度第 63 回北海道体育学会日程について、2024 年 12 月 1 週目を

予定している旨報告があった。 

５）広報 

・森田広報委員長より、ニュースレター第 15 号の作成について協力の依頼があった。 

６）事務局 

  ・石澤理事長より、2023年度地域協力学会助成金配分額について、資料に基づき、報告があった。 

3. その他 

 特になし 

 

■その他 

・木本幹事より、第 4回の役員会については、12月 9日（土）学会大会第 1日目の昼休みに実施す

ることが確認された。 

以上 


